
News Release

川之江信用金庫（理事長 日浦博基）は、地域の脱炭素化社会実現に向けた取り組みの一環と
して、株式会社大昌鉃工所（代表取締役 福﨑祥正）と、「かわしんサステナビリティ・リンク・ローン
（以下かわしんSLL）※¹」の第1号として契約を締結いたしましたのでお知らせします。

「かわしんSLL」は、お客様が設定した二酸化炭素（CO₂）排出量の削減目標に対し、その達成状
況に応じてご融資金利を引き下げする融資商品です。目標達成に向けた動機付けを促し、地元
企業の脱炭素経営を後押ししています。

「かわしんSLL」を通じたサステナビリティ経営にかかる取り組み及び環境・社会面での持続可能
な経済活動の推進に関するアピールにより、社会的支持の獲得や企業価値の向上に繋がります。
また、サステナビリティ経営の高度化により、環境保全への貢献や取引先などに対するアピールに
も繋がります。

川之江信用金庫は、地域金融機関としての責任を果たしつつ、地域の皆様とともに地域の脱炭
素社会の実現に貢献してまいります。

なお、かわしんSLLは、国際的な原則やガイドラインの適合性について、株式会社格付投資情報
センター（R&I）から第三者評価を受けております。
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お客様各位

川 之 江信 用 金 庫

かわしんサステナビリティ・リンク・ローン第1号案件として
株式会社大昌鉃工所との契約締結について

【ご融資先企業の概要】

記

×

企 業 名 株式会社大昌鉃工所

本 社 所 在 地 愛媛県四国中央市川之江町910

代 表 者 代表取締役社長 福﨑 祥正

事 業 内 容 産業用機械製造業

ホ ー ム ペ ー ジ https://daisho-iw.com

資 金 使 途 長期運転資金

借 入 期 間 6年

C O ₂ 削 減 目 標 2030年度までに2024年度対比で毎年2.7％以上のCO₂排出量を
（Scope１・2）削減

以上
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本商品は、サステナビリティ・リンク・ローン原則※²に基づき、カーボンニュートラルに特化したローン

商品であり、地域企業の脱炭素経営をサポートし、お客様とともに地域脱炭素達成の実現に貢献するこ

とを目指しています。

地域の中小企業においては、自社の脱炭素の取り組みについて各種認証の取得や第三者の客観的

な評価を得ることへの負担が大きいという課題があることから、川之江信用金庫では、お客様のCO₂排

出量の測定やレポーティングを低負担で行える「サステナビリティ・リンク・ローンフレームワーク」を採用

しています。当金庫が採用した「サステナビリティ・リンク・ローンフレームワーク」は、第三者評価機関で

ある株式会社格付投資情報センター（R＆I）よりサステナビリティ・リンク・ローン原則等に適合していると

の意見を取得しています。

※２ サステナビリティ・リンク・ローン原則

サステナビリティ・リンク・ローンは、環境的・社会的に持続可能な経済活動および経済成長を促し、

支援することを目指すものとして、世界的な金融機関の代表で構成される作業部会によって策定された

原則。

※１ かわしんサステナビリティ・リンク・ローン（かわしんSLL）について

※三井物産株式会社およびみずほイノベーション・フロンティア株式会社が株主である
e-dash株式会社が提供するCO₂排出量見える化サービスを活用

かわしんSLL（サステナビリティ・リンク・ローン）の仕組み

お客様
川之江
信用金庫

①融資申込、CO₂排出量削減目標の提示

②融資実行

③CO₂排出量削減目標に対する実績報告

④目標達成状況に応じた金利変動

R&I 株式会社 格付投資情報センター

かわしんSLLの
仕組みに対する第三者意見付与

第三者による
CO₂排出測定サービス
e-dash株式会社 ※



News Release

大正8年（1919年）に製紙機械の部品製造やメンテナンスを手掛ける福崎鉃工所として、愛媛

県四国中央市で創業、市内に設計開発棟、No.15までの生産拠点、4か所の倉庫を有し、独自

性の高い開発力、技術力を武器に特殊抄紙機、不織布製造設備、フィルム製造設備等の多種

多様な産業用機械の製造業者として、国内外グローバル企業を含む取引先より高い評価と信

頼を得ている。

当社は、「仕事の情熱から生きる喜びを、知恵と技術から生きた製品を」を経営理念とし、

「Mission」を中心に「Vision」（未来軸）「Value」（企業軸）「Policy」「Philosophy」（社員軸）を体系

し、変化する環境にも順応できる経営基盤と持続可能な成長を続けている。

当社は、世界の「持続可能な社会」に貢献する企業を目指すため、2023年10月24日にSDGｓ

宣言を行い、主にCO₂削減により脱炭素社会に向けた取り組みを実施していく。

取り組み概要として、①KPI：事業所内でのエネルギー管理体制構築や全従業員の意識付け

による電気使用量の管理・削減の実施、省エネ設備導入によるCO₂排出量の削減を図る。

また、目標設定として、②SPTs：2030年までに2024年度比で13.5％のCO₂排出量（Scope１・

２）削減を目指し、毎年2.7％以上のCO₂排出量を（Scope１・2）削減とするが、2025年10月に

No.9-2、2025年12月にNo.15が新たに新工場が稼働し、稼働に伴うCO₂の総排出量が増加す

ることが想定されている中、2024年度を基準とした政府目標に準拠した取り組みを実施していく。

◆株式会社大昌鉃工所について

【本リリースに関するお問い合わせ】
川之江信用金庫 地域産業創生部

TEL：0896-58-1300（平日9:00～17:00）
Mail：kawashin@kawanoe.shinkin.jp

担当：村上

mailto:kawashin@kawanoe.shinkin.jp

